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投与によるラットの蝶虫Syphaciamurisの
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Effective Eradication of Rat Pinworm， Syphacia 

muris， by Anthelmintic Therapγwith Pyrantel Pamoate 

and Ivermectin. 

Noriaki Kubo， Takashi Iwaki， Teruko Hara， 

and Toshiyuki Shibahara 

Summαrγ We controlled rat pinworms， Sythαcia 

muris， by five ways of anthelmintic therapy with 

pyrantel pamoate (PYL) or i vermectin (IVM) . 

Treatment with IVM(about 1.5mg/kg wt.)p.o. for 

21 days in the drinking water was highly effective. 

With PYL(about 14mg/kg wt.)p.o. for 21 days in 

the drinking water， reinfection was occurred 4 

days after the end of the administration. Both 

treatments with PYL (about 37mg/kg wt.)p.o. for 

28 days in the drinking water， and with PYL(O. 02 

%)in feed for 30 days were effective. Spraying 

animals in cages with 1 me of IVM(1mg/me)once a 
week for 3 to 4 wks. were very effective. We 

compared among these methods in regard to the 

efficacy， convenience， cost， and saf ety to animals. 

The spraying with IVM is the best for eradication 

of pinworms because of the convenience and the 

low cost. Administration in feed contained PYL is 

good for the therapy to a large number of cages， 

though it is expensive and needs time for preparation. 
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要約

パモ酸ピランテルおよびイベルメクチンを用い 5

つの方法で、ラットの暁虫Sythaciamurisの駆虫を行っ

た。イベルメクチン(約1.5mg/kg体重 ・日)21日間飲水

投与では高い駆虫効果が得られた。パモ酸ピランテル

(約14mg/kg体重 ・日)を21日間飲水投与では，投与終

了後4日から再感染が発生した。パモ酸ピランテルを

高投与量(約37mg/kg体重 ・日)にして28日間飲水投与，

あるいはパモ酸ピランテル0.02%添加飼料を30日間投

与する方法では全例駆虫された。イベルメクチン(1 

mg/me)約 1meをケージ内の動物に噴霧する方法では，
週 1回，計3"-'4回の噴霧で¥駆虫可能であった。これ

らの方法について，駆虫効果 ・簡便性 ・費用 ・安全性

について比較した。少数ケージの駆虫にはイベルメク

チン噴霧法が簡便で費用もかからず，最も優れている

と思われた。飼料への駆虫薬添加は費用と準備期間が

かかるが，多数ケージや複数の飼育室の駆虫を行う場

合に良いと思われる。

序文

近年，医学 ・生物学分野において，特殊系統動物や

トランスジェニ ック動物を用いた実験が増加するにつ

れ，様々な研究機関で育成 ・作出された動物の移動が

頻繁になっている。それらの研究施設から搬入される

マウスやラ ットの検疫時に，飼育施設からは既に排除
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されたと考えられてきたマウスやラットの蝶虫が再び

認められるようになってきている。暁虫の実験動物へ

の影響についてはいくつかの論文による報告がありトヘ

厳密な実験結果が要求されるようになってきている今

日では，暁虫による宿主動物への影響を無視できない

場合もあると思われる。

当施設では， 他研究機関からのラットの検疫時にセ

ロハンテープ法による検査で暁虫Sythaciamurisの

寄生が検出された。S.murisは野外のドブネズミに寄

生する焼虫で，実験動物では主にラットに寄生し，感

染は虫卵の経口摂取により起こる。幼虫は 3'"'--4日で

成熟し，交接後，雄成虫は腸管内から排出される。虫

卵感染後7'"'--8日で雌成虫は盲腸部から虹門へ移動し，

虹門周囲に産卵後死亡する 10ll)0

最近の日本の教科書等では検査法の説明はあるが，

駆虫薬の具体的な投与法 ・投与時期 ・用量についての

記載はあまりない。マウス ・ラットの暁虫駆除薬とし

て， ピペラジン，サイアベンダゾール，パーベンダゾー

ル，メベンダゾール，フェンベンダゾール，パモ酸ピ

ルビニウム，およびパモ酸ピランテルなどが紹介され

ており，以前はパモ酸ピルビニウムが勧められていた

が12-14) 日本では現在入手できない。一方，外国では

イベルメクチンによる駆虫が多く行われ，効果を上げ

ている15-mo

今回はパモ酸ピランテルおよびイベルメクチンを用

いて 5つの方法で、ラットの暁虫S.murisの駆虫を行

い，その効果と準備 ・作業の容易さ，費用および安全

性について比較 ・検討したので報告する。

材料・方法

1.動物

自家繁殖により得られたFischerラット(日本チヤー

ルスリバー由来，雌，実験開始時11'"'--18週齢)を用い，

6匹(3匹x2ケージ)を 1群として試験を行った。各

試験では投与群 ・非投与群とも同じ週齢 ・性別のラッ

トを用意した。ラットは温度22.5::!::2 .C，湿度55士10

%に制御された室内で，ラット用ポリサルホン製ケー

ジ(KE-3202，セオービット)に各 3匹飼育した。照明

は7時点灯， 19時消灯の12時間明暗としたO 飼料(CE

-2，日本クレア)は自由摂取とし，飲水は5μmのフィ

ルターで縞過し塩素を10ppm添加した水道水を400m~

給水瓶(FM-4，岡崎産業)2本で与えた。虫卵の散

乱を防ぐため，各ケージにはフィルターキャップ(三

基科学工芸)を被せた。動物およびケージに触れる際

にはプラスチック手袋を着用した。ケージ交換は週 1

回，給水瓶の交換は週2回行い，使用した飼育器材は

全てオートクレーブで滅菌処理した。薬剤投与量の計

算のため，実験開始時 ・終了時のラットの体重を計測

した。また，薬剤による飲水量への影響を調べるため，

給水瓶交換時に水量を記録し実飲水量を算出した。

2.蟻虫と虫卵の観察

暁虫は，当施設での搬入時検疫で認められ， Fischer 

ラットに感染させて継代維持していたS.murisを用い

た判。感染ラット飼育ケージの床敷を入れたケージに

未感染ラットを導入し，全ラットの感染を確認した後

に実験を開始した。

ポリ プロピレン製粘着テープ(スーパーテープクリ

アー， コクヨ)を長さ約 5cmに切り，ラットの虹門周

囲に押しつけて虫卵をテープに採取し，検査を行った。

虫卵採取は検査日の午後 1'"'--2時頃に行い，光学顕微

鏡でテープ全面の虫卵を検査しカウン 卜した。

試験終了時にはラットをエーテル吸入麻酔により安

楽死させ，大腸内の暁虫虫体を実体顕微鏡下で検査し

た。

3.駆虫試験

試験 1)パモ酸ピランテルおよびイベルメクチン飲

水投与

パモ酸ピランテルは，コンパン トリン・ドライシロッ

プ1g (パモ酸ピランテルとして100mg，ファイザー製

薬)を飲水500m~に溶解したものを用いた。 イベルメク

チンは，アイボメック注O.9m~ (イベルメクチン10mg/

m~，シオノギ製薬)を飲水500m~に溶解し調整した。 そ

れぞれを給水瓶でラット (実験開始時18週齢)に21日間

投与した。薬剤が沈殿するので，給水瓶は1日1回振っ

て混和し，ケージ蓋に対して垂直になるように設置し

た。薬はそのつど調製し 給水瓶の交換は 3'"'--4日ご

とに行った。

試験2)パモ酸ピランテル(高投与量)飲水投与

コンパントリン ・ドライシロップ 1g を飲水250m~

に溶解したものを用い，試験 1と同様に給水瓶でラ ッ

ト(実験開始時11週齢)に28日間投与した。

試験3)パモ酸ピランテル添加飼料投与

粉砕器で粉末にしたコンパントリン錠(パモ酸ピラ

ンテノレ100mg/錠，フ ァイザー製薬)を用い， 日本クレ

アに依頼して， CE-2飼料にパモ酸ピランテルが0.02



%添加されるように調製し ぺレットに成形したもの

を使用した。この飼料をラット(実験開始時11週齢)に

30日間投与した。

試験4)イベルメクチン噴霧

Le Blancら削の方法に基づき アイボメック注 1

meを水道水10mQに溶解し，ハンドスプレーでケージ内

全体およびラ ット(実験開始時18週齢)に 1------2回噴霧

した(噴霧量は約 1mQ)。薬はそのつど調製し，噴霧は

週1回ケージ交換後に行ったO

4.薬剤投与量の計算 ・換算

試験1・2での薬剤の平均投与量は1.で計測し

た実体重と実飲水量から計算した。その他特に述べな

ければ，投与量を換算する際には成書お)に基づきラッ

トの 1目標準飲水量 ・標準摂餌量 ・体重をそれぞれ20

------45me， 10------25 gおよび3∞g，マウスの 1目標準飲
水量 ・体重をそれぞれ6meおよび20gとして計算した。

成績

試験1

駆虫薬の平均投与量は，実飲水量と実体重から計算

すると，パモ酸ピランテル投与群が14.3mgjkg体重 ・

日，イベルメクチン投与群は1.5mgjkg体重 ・日であっ
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た。表 1に示すとおり，投与開始前には全てのラッ 卜

から虫卵が検出されていたが 各投与群では9日目以

降に虫卵陰性となり，その後 1ケージを除いて試験終

了まで虫卵は検出されず，また，剖検でも虫体は認め

られなかった。しかし パモ酸ピランテル投与群の 1

ケージでは16日目および25日目以降に虫卵が検出され

た。いずれの処置群でも日常の観察では副作用は認め

られなかった。

試験2

実飲水量と実体重から計算すると，パモ酸ピランテ

ル平均投与量は37.3mgjkg体重 ・日であった。表2の

とおり 7日目以降には陰性となったが， 14日目に 1ケー

ジで虫卵検出されたため 28日目までパモ酸ピランテ

ル投与を続けたところ 試験終了まで虫卵は認められ

ず，剖検でも虫体は検出されなかった。日常の観察で

は副作用は認められなかった。

試験3

標準摂餌量と実体重から計算すると，パモ酸ピラン

テル平均投与量は12.7------31.7mgjkg体重 ・日であった。

各ケージで投与後9日目および16日目以降は虫卵が検

出されず， 64日目の剖検でも虫体は認められなかった

(表3)。日常の観察では副作用は認められなかった。

表 l パモ酸ピランテJl-およびイベルメクチン飲水投与によるS.murisの駆虫成績

回数

ケージN。
処置方法 /ラットNo. 0 2 4 7 9 11 14 16 18 21 23 25 28 35 42 49 56 63 70 79 

パモ酸ピランテル 1・1 +++ ++ ++ ーー ーー ーー ーー +++ ++ ++ ++ + 
欽水損与 1・2 +++ ++ + + + ーー ー・ ーー +++ +++ +++ ++ +++ (65日自制機}
{約14mg/kg体重} 1-3 ++ ++ + ーー +++ ++ ++ ++ +++ ++ ++ 

2-1 +++ + + 
2-2 +++ + (72日目剖検}
2-3 +++ ++ 

イベルメクチン 1・1 +++ + + 
飲水投与 1・2 +++ + + 一 一 (79日目剖検}
{約1.5mg/kg体重) 1・3 +++ + 

無処置

2・1

2・2

2・3

1-1 

1-2 

1-3 

+++ + + + 
++ ++ + 
++ ++ + 

+++ ++ + +++ ++ +++ +++ +++ ++ +++ ++ +++ +++ +++ +++ ++ +++ +++ ++ ++ 
+++ ++ +++ +++ ++ ++ +++ +++ +++ ++ ++ +++ ++ ++ +++ +++ ++ ++ ++ ++ 
++ +++ ++ + + +++ +++ +++ +++ ++ +++ ++ ++ +++ +++ +++ +++ +++ ++ +++ 

2-1 +++ +++ +++ ++ +++ ++ ++ ++ +++ +++ ++ +++ ++ ++ +++ +++ ++ ++ ++ ++ 
2・2 ++ + ーー ++ +++ + ++ ++ ++ +++ + +++ ++ ++ ++ + ++ +++ ++ ++ 
2・3 +++ ++ +++ + +++ ++ ++ + +++ +++ +++ +++ ++ + +++ + +++ ++ ++ + 

注:Fischerラット、雌実験開始時18週齢。下綜部(ー)は投与期間を示す。
+++.テープ上に蟻虫卵100個以上++:10-99個十 1-9個一:蟻虫卵なし

(79日目剖検}
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表2 パモ酸ピランテル(高投与量)飲水投与によるS.murisの駆虫成績

日数

ケージNo
処置方法 /ラットNo. 0 2 4 7 9 11 14 16 18 21 23 25 28 30 35 42 49 56 63 

パモ酸ピランテル 1-1 +++ ++ + 一一一 + 
飲水投与 1・2 +++ + 
{約37mg/kg体重} 1・3 +++ ++ ++ 

2・1 +++ ++ + 
2・2 +++ ++ + 
2-3 +++ ++ー

(64日目剖検}

(64日目剖検}

無処置 1・1
1・2
1・3

+++ +++ +++ +++ +++ +++ +++ +++ ++ +++ ++ +++ +++ +++ +++ ++ ++ ++ ++ 
+++ +++ +++ ++ +++ +++ +++ ++ ++ +++ +++ +++ +++ ++ +++ +++ +++ ++ +++ 
+++ +++ ++ +++ ++ +++ +++ ++ ++ +++ +++ +++ +++ +++ +++ +++ +++ ++ +++ 

注:Fischerラット、雌、実験開始時11週齢。下線部(ー)は投与期聞を示す。
+++:テープ上に蟻虫卵100個以上++:10-99個+:1-9個 一:蟻虫卵なし

表3 パモ酸ピランテル添加飼料給与によるS.murisの駆虫成績

日数

ケージNo
処置方法 /ラットNo. 0 2 4 7 9 11 14 16 18 21 23 25 28 30 35 42 49 56 63 

パモ酸ピランテル 1・1
0.02%添加飼料 1-2 
投与 1・3

+++ ++ ++ + 
+++ ++ ++ + 
+++ ++ ++ ーー

(64日目剖検}

2・1
2・2
2・3

+ 
(64日目剖検}+

+
 

+
+
+
 

+
+
+
 

+
+
+
 

+
+
+
 

+
+
+
 

+
+
+
 

無処置 1・1
1-2 
1-3 

+++ ++ +++ +++ +++ +++ +++ +++ +++ +++ +++ +++ + ++ ++ +++ +++ +++ +++ 
+++ +++ ++ +++ +++ +++ ++ ++ + +++ +++ ++ ++ ーー +++ +++ +++ +++ +++ 
+++ +++ +++ ++ ++ +++ ++ +++ ++ +++ ++ +++ +++ +++ +++ +++ ++ +++ +++ 

注:Fischerラット、雌実験開始時11週齢。下線部(ー)は投与期聞を示す。
+++:テープ上に蟻虫卵100個以上 ++: 10-99個 +: 1-9個 ー・蟻虫卵なし

試験4

投与開始前には 1匹を除く全てのラッ卜から虫卵が

検出されていたが イベルメクチン噴霧群では11日目

以降は虫卵陰性となった。しかし， 42日目に 1ケージ

から再び虫卵が検出されたので，再度イベルメクチン

噴霧を週 1回，計4回行ったところ， 60日目に陰性に

なった(表4)。各ケージのラットを79日目および92日

目に剖検したが，暁虫は陰性であった。日常の観察で

は副作用は認められなかった。

ラットの飲水量

各飲水投与群と非投与群の 1日平均飲水量をグラフ

に示した(図 1)。パモ酸ピランテル投与では差はみら

れなかったが，イベルメクチン投与では投与群の飲水

量が多かった。

(ml) 
20 

15 

飲

水 10

量

O 

回投与群

ロ非投与群

パモ酸ピランテル パモ酸ピランテル イペルメクチン投与

投与(約14mg/kg) 投与(約37mg/kg)

図1 各投与群ラットの 1日平均飲水量(平均と範囲)
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表4 イベルメクチン噴霧によるS.murisの駆虫成績

日数
ケージNo

処置方法 /ラットNo. 0 2 4 7 9 11 14 16 18 21 23 25 28 35 42 44 46 49 

イベルメクチン 1・1
噴霧 1-2 

{約1mg/ケージ・3

+++ ++ ++ + + 
+++ ++ + + 
+++ ++ + 

一
+
一

+
朴
+

+
+
・

+
+
d
 

+
+
↓
 

+
+
U
F
 

一
一
一

2-1 
2・2
2・3 一ー + ーー + 

+++ーー ーー
+++ + 

無処置 1・1
1・2
1・3

+++ ++ + +++ ++ +++ +++ +++ ++ +++ ++ +++ +++ +++ +++ +++ ++ ++ 
+++ ++ +++ +++ ++ ++ +++ +++ +++ ++ ++ +++ ++ ++ +++ ++ + +++ 
++ +++ ++ + + +++ +++ +++ +++ ++ +++ ++ ++ +++ +++ ++ +++ +++ 

回数
ケージN。

処置方法 /ラットNo. 51 53 56 58 60 63 65 67 70 72 74 77 79 84 91 

イベルメクチン 1・1
噴霧 1・2
{約1mg/ケージ 1-3

+ー+ (92日目剖検}

2・1
2・2
2-3 

(79日目剖検}

無処置 1-1 
1-2 

1-3 

++ +++ +++ +++ +++ +++ ++ ++ ++ ++ ++ ++ ++ +++ +++ 
++ ++ ++ +++ +++ ++ +++ ++ +++ + ++ +++ +++ +++ +++ 
+++ +++ +++ +++ ++ +++ +++ +++ +++ ++ +++ +++ +++ +++ ++ 

注:Fischerラット、雌、実験開始時11週齢。下線部(ー)は処置日を示す。ただし点線部(一一)はケージNO.1のみ噴霧。
+++・テープ上に蟻虫卵100個以上 ++: 10-99個 +: 1-9個 一:蟻虫卵なし

考察

暁虫汚染マウス ・ラットに対する，駆虫薬の効果につ

いては以前より多くの報告があるが，近年の論文では，

ハイグロマイシン，パーベンダゾール， リン酸ピペラ

ジン，硫酸ピペラジン，パモ酸ピルビニウム，パモ酸

ピランテル，およびイベルメクチンが駆虫薬として用

いられている 12-23.26-29)。これらの文献を検討して駆虫

効果と入手の容易さを考慮した結果，今回はパモ酸ピ

ランテルとイベルメクチンを用いて駆虫試験を行うこ

ととした。

パモ酸ピランテルは毒性の弱い広域性駆虫薬で仰1)

ヒトや家畜の腸管寄生嬬虫に対する優れた駆虫効果が

認められている。作用機序は脱分極性の神経筋接合部

遮断作用によって寄生虫の筋を麻痩することによる

32.33)。水に難溶性で生体内へ吸収されず，ほとんどが

体外に糞とともに排、准される制。今回使用したコンパ

ントリンはヒトの暁虫駆除薬として20年以上使われて

おり，マウス・ラットでの駆虫も報告されているお，29.ぉ，

36) 
O 

イベルメクチンは多くの寄生線虫および外部寄生虫

に有効な駆虫薬で，介在ニューロンと運動ニューロン

の接合部に作用して神経伝達を遮断する作用を持つ

机お)。家畜の衛生管理や愛玩動物の治療などに広く使

われており， ヒトではオンコセルカ症の治療薬として

用いられる。マウスやラットでの暁虫駆除にも既に使

用されている山6.瓜mm，am)0

試験 1では，これまでの報告を検討した結果，著者

らはパモ酸ピランテルについては最低約10mg/kg体重

を，イベルメクチンについては最低約 2mg/kg体重・

日を連日経口投与すれば効果的であろうと考え，それ

ぞれの投与量になるよう飲水中の濃度を調製した。パ

モ酸ピランテル投与群の 1ケージでは9日目に陰性に

なった後，再び虫卵陽転した。これは 1日の実飲水量

(平均15.4mQ)が教科書の標準飲水量(20""-'45mQ)より少

なかったことと，下限として設定した10mg/kg体重と

いう量では実際は効力が弱かったことによると思われ

た。試験2では飲水中の濃度を試験1の2倍になるよ

う調製したところ 14日目に虫卵が検出されたものの，

投与期間を 1週間延ばす事で駆虫する事ができた。し

かし投与量を増やしてもその効果はイベルメクチン

に比べて確実とは言い難かった。また 7，16および

25日目に虫卵が検出されたが，S. murisで、は虫卵感染

後7""-'8日で雌成虫の産卵が行われるので，処置開始
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後7日目頃に感染した虫卵が成虫となって16日目に虫

卵が排出され，更にこのとき感染した虫卵が成虫とな

り25日目に虫卵が排出されたためと考えると，この定

期出現性は説明できると思われる。一方，イベルメク

チン飲水投与に関しては，同様に実飲水量は少なかっ

たものの，今回の投与量で充分な効果が認められ，優

れた暁虫駆除薬であることが確かめられた。

前田ら凶lま，ラットにパモ酸ピルビニウムを飲水投

与した場合に，薬剤濃度が高くなると水，餌の摂取量

が減少すると述べており，筆者らも薬剤の影響で飲水

量が減少すると考えていたが，パモ酸ピランテル飲水

投与群と非投与群の問に飲水量の差はみられなかった。

これはドライシロップであるため噌好性が高まったも

のと想像している。また，イベルメクチンでは飲水量

が増えたが理由は不明である。飲水量への影響は，薬

剤によるものの他に飼育環境の違いによる影響が考え

られるので，あらかじめ当該動物の飲水量を計ったう

えで濃度を計算するのが適当と思われる。

パモ酸ピランテルは水に難溶なのでドライシロップ

の懸濁液として飲水投与したが，洗浄 ・オートクレー

ブ後にも瓶や管内に付着しているようなことはなかっ

た。しかし調製後3，4日経過して給水瓶を交換す

る際には瓶内の懸濁液はやや粘調になっており，室内

に偶然 1週間放置されていた給水瓶ではカビが見られ

たO これは飲水中の塩素の消失とドライシロップの糖

分により，細菌やカビが発生したためであろうと想像

され， ドライシロップを使用する場合には週2回以上

の給水瓶の交換が必要と思われた。また，試験2で実

施した濃度ではドライシロップはかなり濃厚であり，

これ以上の高濃度溶液を投与することは管理および作

業の点から難しいと思われた。イベルメクチンも水に

難溶であるが混和すると速やかに懸濁液となり，給水

瓶交換時にも変質している様子は見られなかった。

試験3ではパモ酸ピランテノレ0.02%添加飼料を投与

した。この飼料は元々，今回の実験とは別の目的で作

成したもので，標準摂餌量から計算すると先に設定し

たパモ酸ピランテルの投与量(約10mg/kg体重)よりも

少なく摂取される可能性があったが(6.7------16.7mg/kg

体重)，試験3で使用したラットの平均体重は158gで，

結果としては12.7'"'--31. 7 mg/kg体重の薬剤を摂取して

いたことになり，駆虫は良好であった。虫卵が一度検

出されなくなった後， 14日目に陽転しているが， 30日

間の投与期間で完全に駆虫された。ある飼育施設お)で

は，ラットにパモ酸ピランテノレ0.01%添加飼料を 3カ

月間投与では，S. murisの感染率低下が期待よりも悪

かったと報告しており，その原因を飼料作製の際に市

販の錠剤を粉砕し 飼料に混ぜさらに100.Cで 1時間

乾燥処理を行ったためにパモ酸ピランテルの効力が低

下したためと推測している O しかし パモ酸ピランテ

ルは粉末あるいは水性懸濁液の状態では100
0

Cの熱に

対して安定とされている(ファイザー製薬内部資料に

よる)。標準摂餌量から換算すると，この例ではパモ

酸ピランテル投与量は3.3------8. 3mg/kg体重 ・日となり，

効果が低かったのはむしろ投与量が少なかったためで

はなし1かと考えられる。

イベルメクチンの動物および飼育ケージへの噴霧に

ついては既にいくつか報告がある川9，21)。 試験4では

Le Blancらお)と同様に， 1%イベルメクチン注射液

を約10倍希釈して噴霧する方法で:駆虫を行ったところ，

遅くとも11日目以降には虫卵陰性となり，簡便かっ有

効な方法であることが認められた。ただし，イベルメ

クチンを用いての駆虫では，妊娠 ・幼若動物，遺伝的

に特殊な動物，あるいは特殊処置が施された動物に対

する毒性が報告されているので，注意する必要がある

と思われる川0ー叫 0 また， 42日目に 1ケージで再び虫

卵が検出されたため再度噴霧を行ったが，この感染は，

飼育室内でケージの配置替えを行った際に実験用ケー

ジの上の棚に暁虫維持用ケージを置いたために起こっ

たものと想像された。ケージにフィルターキャップが

被せてあっても，その隙聞から床敷や糞がこぼれ，棚

や飼育器具を汚染する事が予想されるので，感染が明

らかなケージはできるだけ下の位置に置くのが良いと

思われる。

今回の試験では，駆虫薬の投与期間を次のように設

定した。パモ酸ピランテル幼虫に対する効果が弱いた

め，駆虫処置開始前後に摂取された虫卵から瞬化した

幼虫は駆虫薬の影響を受け難い。また，処置開始直後

には多数の虫卵が排、准されるので，その虫卵を摂取し

て感染することも考えられる。7日目以降は虫卵はほ

とんど検出されなくなるが 成虫が産卵するまでにS.

murisで、は感染後 7'"'--8日間を要することから，最後

に排、准された虫卵が摂取されて成虫になるのは処置開

始後ほぼ16日目なので，成虫を駆虫するためには処置

期間を17日間以上としなければならない。今回は作業

スケジュールの関係から処置期間を原則的に21日間と

した。また，駆虫処置終了後，少なくとも 9日間以上

は虫卵検査が陰性でなければ，駆虫成功とは判断でき

ないと考える。イベルメクチンは，牛についての研究

で最長21日間の感染阻止期間が認められており玖マ

ウス ・ラットでのそのような効果はまだ不明だが，イ
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準備

表5 マウス・ラッ卜の蟻虫駆除法の比較

適用

Aパモ酸ピランテルム業者に飼料依頼
飼料添加(0.02%) 時聞がかかる

作業 費用・ 安全性

。飼料給与 ム薬剤費 O大量第取でも安全
のみ 飼料加工費

指数78-194**

多数ケージや複数の
飼育室の駆虫

ム週2回 O薬剤費 OAと同じ
給水瓶交換 指数124
1日1回
給水瓶振量

ム8と同じ O薬剤費
指数100

Bパモ酸ピランテル O薬剤調製
飲水投与 給水瓶必要
(40mg/kg体重}

ドレ同とB
 
O
 

、
/チ

重

ク

体
メ

与

唱

ル
投
凶

ベ
氷
川

イ
歓
ロ

C
 

少数ケージの駆虫
特に若齢マウス・ラット等
イベルメクチン高感受性の
動物の駆虫

0若齢マウス・ラット等 少数ケージの駆虫
イベルメクチン高感受性の
動物には副作用あり

Dイベルメクチン O薬剤調製 O週1因 。薬剤貸

噴霧(1mg/ケージ} ハンドスプレー必要 薬剤噴霧 指数56
Ocと同じ 少数ケージの駆虫

最も容易で安価

* : I費用はラット{体重300g)1匹・ 1日に必要な薬剤費・飼料加工費をイベルメクチン飲水投与の場合を100とした指数として示した。

指数は今回の鼠験で実際にかかった費用を元に算出した値であり、必要となる薬剤・飼料の量により変動する。

** .ラットの1目標準摂餌量(10-25g)から算出したため、指数を範囲で示した。

ベルメクチン処置後もある程度，駆虫 ・感染阻止効果

が持続すると考えられる。したがって，パモ酸ピラン

テルよりも短い処置期間，あるいは少ない投与量で駆

虫が可能かも知れない。

今回行った方法について，作業内容 ・費用 ・安全性

などについて検討した(表5)。各投与法には，準備 ・

作業 ・費用・安全性についてそれぞれ利点・欠点が考

えられるが，少数ケージの駆虫にはイベルメクチン噴

霧法が最も優れていると思われた。しかし前述のよ

うにイベルメクチンにより副作用が発生するような動

物に適用する場合には，パモ酸ピランテルの飲水投与

が適当であろう O 駆虫薬の飼料への添加は費用と準備

期間のかかる方法であるが，現場での作業が最も少な

いので，多数のケージあるいは複数の飼育室で同時に

駆虫を行う場合は， 予算が許される状況であれば飼料

への添加がよいと思われる。

この他，カテーテルでの経口投与法については飲水

よりも確実に投与が可能で，少量で効果が見込まれる

ことが利点だが，作業が煩雑になるので今回は検討の

対象外とした。おそらく，ごく少数の個体に対する処

置としては適当と思われる。また，今回はイベルメク

チンの飼料への添加について検討しなかった。Ostlind

ら聞はイベルメクチン添加飼料による駆虫を行ってい

るが，必要な薬剤の総量が少なくて済むことから，飼

料添加よりも 1回経口投与の方がよいと結論している。

しかし現場の作業量という面から，パモ酸ピランテ

ル添加飼料と同様に検討する価値があると思われる。

最後に，蝶虫駆除のためには，駆虫薬による処置だ

けでなく，汚染された飼育器材や飼育室からの清浄動

物へのコンタミネーションを防ぐことにも留意すべき

である。S.muris虫卵は消毒薬による短時間の処理で

はほとんど殺滅されず，熱処理が最も有効である判。

小原ら仰はS.murisの感染について飼育器具類の滅菌

と衛生的な飼育管理を行うことの必要を述べているが，

暁虫卵による汚染が懸念される場合には，飼育器材の

煮沸やオートクレーブ滅菌，飼育室の熱湯による洗浄

などを実施すべきである。また 感染動物のケージか

ら虫卵を散布させないためには フィルターキャ ップ

の使用が有効であろう。

最後に，資料を提供して戴きました旭川医科大学医

学部動物実験施設の千葉博信氏ファイザー製薬株式

会社および塩野義製薬株式会社に深謝致します。
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